
１　学習指導要領はどう変わるか
　中教審は学習指導要領改訂に向けた『答
申』を昨年暮れに公表した。これによって
2020 年度以降の我が国の学校教育はほぼ確
定した。
　我が国の教育はどう変わるのであろう
か。
　ところで現行の学習指導要領の『答申』
は平成 20 年の 1 月であった。その基本的
な課題は極めて明確で，それまでの「ゆと
り教育」からの脱却を目指して，授業時数
を大幅に増やす教科がみられ，学力向上の
ために学習内容にかかわる事項が重視され
た。また，教育内容の主な改善事項として
小学校外国語の導入や言語活動の充実など
が課題とされた。
　特に重視されたのは，知識基盤社会を見
据えて知識重視からの転換として思考力・
判断力・表現力等の活用力である。
　今回の『答申』は前回と異なる点が多い。
① 2020 年に全面実施を目指しながら，予
測が難しいとされる 2030 年代への変革を
示唆していること，②学校教育を統合する
教育の在り方として「育成すべき資質・能
力」を掲げ，教育課程の基盤にしているこ
と，③前回は「ゆとり教育」からの脱却を
目指すために教科の学習内容や授業時数を
大幅に増加させたが，今回は前回とほとん
ど変わらないこと，④代わって学習プロセ
スが重視され，アクティブ・ラーニングや
カリキュラム・マネジメントが強調されて
いること，⑤「学びに向かう力」の育成に
向けて基礎・活用・探究の学習活動を一層
進化させようとしていること，⑥そうした

新たな教育実現を目指して学校の教育課程
や授業実践をより効果的に進めるために学
習指導要領の「総則」の記述を抜本的に改
正すること，⑦従来は学習指導要領と「評
価」を切り離して論じていたが，一体的な
取組がみられること，⑧各校種の固有の在
り方と校種間の接続を明らかにしているこ
と，⑨各教科等の「見方・考え方」や学習
課程の見直しを行っていること，⑩地域等
との連携を強化し，地域資源活用による教
育活動を考えていること。また，細部につ
いても多くの新たな提示がみられる。
　なお，『答申』は第 1 部「学習指導要領
等改訂の基本的な方向性」と，第 2部「各
学校段階，各教科等における改訂の具体的
な方向性」とに分かれている。その基本の
考えは「社会に開かれた教育課程」の実現
である。

２　基本的な改訂の考え方は何か
　今回の『答申』は明らかに前回と異なっ
ているが，「学習内容は変わらない」こと
だけが前回の踏襲のようにみえる。特に中
学校は各教科等や年間授業時数が少しも変
わらない。
　学校はより確かで質のよい教育を実施す
る場であるが，それが変わらないとすれば
『答申』の基本的な考えは何であろうか。
　注目されるのは，第１部の第５章以下で
ある。次のような構成である。
第５章　何ができるようになるか－育成を
目指す資質・能力。
第６章　何を学ぶか－教科等を学ぶ意義
と，教科間等・学校段階間のつながりを踏

学校歳時記

髙
たか

階
しな

　玲
れい

治
じ

教育創造研究センター所長

次期学習指導要領の『答申』
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まえた教育課程の編成
第７章　どのように学ぶか－各教科等の指
導計画の実施，学習・指導の改善・充実
第８章　子供一人一人の発達をどのように
支援するか－子供の発達を踏まえた指導
第９章　何が身に付いたか－学習評価の充
実
第 10 章　実施するために何が必要か－学
習指導要領等の理念を実現するために必要
な方策
　これらが強調されるのは画期的で，学習
指導要領が大きく変わることを示してい
る。期待したいことである。特に「総則」
が大きく変わるとされる。
　すでに中教審の『論点整理』や『審議の
まとめ』等で審議の内容は一部伝えられて
いた。
　特にアクティブ・ラーニングについては，
かなりの学校がすでに実践志向を考えてい
る。
　重要なことは，子ども個々が予測不能と
言われる将来において豊かな力を発揮でき
るように，育成すべき資質・能力について
学校教育が確かな指導を行うことである。
そのために「何を学ぶか」「どのように学
ぶか」「何ができるようになるか」を学校
や教師が十分に考えることが重要である。
　その意味で，第 5章以下の内容は校内の
共通認識として十分理解徹底すべきことで
ある。

３　次期教育課程の課題について
　ところで，改訂学習指導要領は３月告示
であるが，従来は移行措置が翌年から行わ
れることが通例であった。今回は 2017 年
度が「理解・徹底」の年とされている。少
し余裕がありそうである。
　ただ，教師は多忙化の渦中にあって，次
期教育課程を素直に歓迎できる態勢でない
とする声も大きい。例えば，学習量に対
応した授業時間の不足についての懸念があ

る。教科書内容をこなすには今でも授業時
間が不足であるが，アクティブ・ラーニン
グが導入されると子どもの活動時間が大幅
に増加する。学校の教育課程編成における
年間指導計画をどう効率よく立案するか，
その点を不安視する学校や教師は多いであ
ろう。
　また ICTの導入をはじめとする新たな教
育，小学校英語も同様だが，教師の不慣れ
な学習活動が断続的に学校に導入されるこ
とへの不安感がある。例えば，小学校から
プログラミング教育の導入が言われている
が，機器の設置など条件整備が十分できな
い，また ICT支援員も容易に見つからない，
という情報教育指導格差が生じるという懸
念が大きい。教師の研修機会を増加させた
いが，それも限度がある。
　そうした課題や不安感を除去したいが，
現状ではかなり難しいことも確かである。
　そこで，次期教育課程の実施までにどの
ような見通しを持ち，徐々に解決するため
の年次的な積み上げを図るスケジュールの
ようなものが必要になると考える。
　最も重要なのは，アクティブ・ラーニン
グを含むカリキュラム・マネジメント力を
教師個々が十分身に付けることである。学
校が創意工夫する教育課程の編成はもちろ
ん重要だが，日常の単元構成や授業展開は
教師個々の力量に負うことが大きい。その
意味で「総則」に示される新たな視点の理
解徹底を十分に行い，共通実践を充実した
い。
　そこで十分考えたいのは，「子供は未来
からの留学生である」の視点である。未来
の社会を創りあげる子供にどのような「力」
を身につけ，送り出せるか，学校教育の役
割は一層重要になる。その意味で，「学ぶ
のは子供である」とする視点が極めて重要
である。子供が主体的に学び，課題解決で
きる力の形成こそ学校教育のミッションで
ある。
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１　はじめに（本校の現状）
　私が昨年度まで勤務していた県立木更津
東高等学校は，「豊かな教養」「清純な心」「健
康美」の３つを教育目標に掲げる女子高校
である。普通科９クラス，家政科３クラス
の計 12 クラスで，特に家政科は，大学や
企業と連携した各種事業で，学習した成果
を披露している。落ち着いた雰囲気のなか，
日々の学習や部活動が行われ，体育祭や文
化祭などの諸行事にも，全力で取り組む生
徒が多い。

２　日常の生活指導
⑴学年共通指導事項の徹底
　頭髪検査や服装検査を定期的に実施して
いる。注意を受けた生徒は期限を設けて直
してくるように指導をすれば，期限までに
素直に直してくる生徒が多い。これは日々
の活動，いわゆる授業や部活動，また何気
ない会話によって教師と生徒の信頼関係が
確立している証左である。
⑵学校と家庭との連携
　生徒指導を行う上で教師と生徒との信頼
関係は大切ではあるが，保護者への生徒指
導に関する一定の基準の説明が徹底され理
解されなければならない。木更津東高校で
は担任または学年主任が，生徒や保護者と
の連絡を密にとることで，「連携」が図ら
れている。

３　適応指導
⑴教育相談の充実
　月に一度，教育相談・特別支援委員会を
実施し，職員間の共通理解が図られている。
スクールカウンセラーや特別支援教育コー

ディネーターも同席し，対象生徒の支援体
制について話し合う機会が設けられてい
る。
⑵スクールカウンセラーやその他の機関と

の連携
　スクールカウンセラーは週に一回勤務し
ている。特筆すべきは他校からの面談も受
け入れている点であり，保護者のみのカウ
ンセリングも行っている。また外部機関と
の連携も積極的に行われ，支援体制の充実
が図られている。
⑶全職員が共通理解
　配慮が必要な生徒の情報は，全職員が共
有できるようにファイリングされ，職員は
いつでも閲覧できるようになっている。項
目は随時更新され，ささいな点も見逃すこ
となく，指導に生かせるような体制となっ
ている。

４　ハンサムウーマン育成プロジェクト
　木更津東高校では昨年度より「ハンサム
ウーマン育成プロジェクト」が進められて
いる。女性としての生き方を学ぶ講演会の
開催や，マナー指導の徹底が図られ，自立
し，女性として力強く生きていく生徒，品
位ある女性の育成を目指している。

５　おわりに
　木更津東高校は創立 106 年目を迎えた。
卒業生は３万人を超え，地域のみならず，
多くの場所，分野で幅広く活躍している。
これからも多方面にわたり活躍する女性の
育成を目指し，女子高校としての伝統を受
け継ぎつつ，更に新しいことに挑戦する姿
勢で教育活動を行って欲しい。

木更津市立木更津第二中学校教諭
永
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（前県立木更津東高等学校教諭）

創立 106 年の伝統と新しい試み
～女子高校での支援体制づくり～
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１　はじめに
　本校は，白井市を東西に走る北総線千葉
ニュータウン中央駅と小室駅の中間に位置
し，印西市と船橋市に隣接している。
　学区の中心部は高層住宅が建ち並び都市的
景観が見られるが，周辺部は梨の産地となっ
ていて，緑豊かな田園風景が広がっている。
　開校して 23 年目を迎える学校として，新
しい時代にふさわしい学校づくりの期待が寄
せられている。

２　学校の特徴
　生徒は一つの小学校から入学してくる。小
学校１年から中学校３年までの９か年を，同
じ仲間と過ごしている。その中で自らの生活
を見つめ，自ら判断して節度ある学校生活を
送っている。一人一人の学習意欲が高く，授
業に取り組む姿勢が前向きである。部活動・
ボランティア等の課外活動にも熱心である。
日々の積み重ねの中で，学校を成長させてき
たが，いくつかの特徴を挙げることで学校自
慢としたい。
⑴開かれた学校施設
　学校全体のつくりが，オープンスペースを
基調としている。隣接している小学校との間
に公道・ベンチ等があり，地域の方々の散歩
や生活道路として親しまれている。また，校
舎内に地域スポーツクラブの拠点が設置さ
れ，社会体育での施設利用，焼き物窯開放等
が日常的に行われている。生徒たちは，学校
生活の中で地域の方々に見守られながら成長

している。
　生徒が利用する教室は壁がなく，オープン
スペースとして広がっている。全体が開放感
に溢

あふ

れ，生徒全体の連帯感を生み出す要因に
なっている。
⑵連絡通路で繋

つな

がっている小・中学校校舎
　校舎は小学校と渡り廊下で２階部分が繋

つな

が
り，中学校側にある図書室・家庭科室や音楽
室等の特別教室が共有スペースとなってお
り，日常的に小・中学校間で連携が図られて
いる。
　相互の授業参観，音楽での合同授業や英語
教師による交流授業を実施している。また，
合同の清掃活動やあいさつ活動等が行われ，
９学年の児童・生徒が一緒になって，明るい
学校生活を作り上げている。
⑶地域の協力
　校門がない学校，絶えず地域の方々が出入
りできる環境で，毎日が学校公開日である。
　また，地域の方々の協力で特別授業が毎年
実施される。それぞれ得意としている分野の
講義を実施し，進んで次世代の若者を育てて
行こうとする環境がある。

３　おわりに
　本校は，自慢の生徒・保護者そして地域の
方々とともに作り上げてきた学校である。
　これからも，日々の活動を通して，本校に
関わった方々に感謝の気持ちを忘れず，職員
とともに学校を成長させていきたい。

成田市中里に楽満寺という臨済宗妙心寺派
の寺院がある。本尊は如

にょいりんかんのん

意輪観音で，子授け・
安産・子育ての祈願寺として広く知られてお
り，近年まで「ショイ観音」と「観音回り」
の 2つの巡礼・巡拝行事が行われていた。
「ショイ観音」は厨子に小観音像を納めて
成田市・香取市・稲敷市など近郊の各ムラへ
送り渡していくものである。暮れと節分後に
それぞれ約 1か月間巡行した。ヤドになる家
に到着すると，観音様の厨

ず し

子は床の間や仏壇
の前に安置され，女人講の女性たちがお参り
に集まると住職と先達が読経を行う。終わる
と護摩札が配られ，妊婦は安産祈願のオダイ
ゴメ（洗米・お灯明・腹帯・護符のセット）
をいただく。そして厨子は妊婦や子どもの欲
しい者などに背負われて次のムラへ送られ
る。１日に３～５か所をまわり，最後のムラ
で泊まりになった。
一方「観音回り」は「札ぶち」とも呼ばれ，

年輩の女性を中心とする楽満寺の信徒たちが
住職の先導によって彼岸あけの３月下旬から
16 日間をかけ，やはり成田市・香取市・稲
敷市などの，観音堂を巡礼して回ったもので
ある。この一行を迎えるムラでは，女人講の
女性たちを中心に，おにぎりや惣菜などを用
意して「お接待」をする。特に妊婦は進んで
接待するものだといわれたという。
安産や子どもの無事な成長を神仏に祈るこ

とはおよそ普遍的であり，子どもを産む年代
の女性たちが毎月，日を決めて集まり，観音
様の掛け軸などをかけてお祭りし，飲食を共

にするなどした女人講も，全国的な広がりを
持った。とりわけ利根川下流域は特に信仰の
厚い地域として知られ，講は子安講，十九夜
講，遊山講などの名称で呼ばれた。野良仕事
や家事に追われ，自由な外出などままならな
かった往時の嫁にとって，講は同年代の女性
たちとの楽しい語らいの場であり，また「ショ
イ観音」や「観音回り」は，より広い社会に
接する機会となっていたようである。
ところで，楽満寺の本堂にはたくさんの絵

馬が掲げられている。江戸時代後期から第二
次世界大戦頃まで，女人講によって奉納され
たもので，そのほとんどは巻雲に乗った如意
輪観音を中心に，手をあわせる女性たちの姿
が向って右側，あるいは左右に分けて描かれ
ている。また絵馬の半数は，板ガラスの裏面
に直接，泥絵の具で描かれたガラス絵である。
外気に触れずに保たれた色彩が鮮やかで，特
に幕や蓮台の朱色や背景のブルーが印象的で
ある。これは全国的にみてもたいへん珍しい
貴重なものである。
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安産・子育ての祈願寺　楽満寺

千葉歴史の散歩道

県教育庁教育振興部文化財課・主任上席文化財主事　小
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